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県内企業に広がる従業員
エンゲージメントの取り組み

一働きがいのある職場づくりに向けて一

はじめに

人材を「資本」ととらえ、積極的に投資をするこ

とで企業価値を高めようとする「人的資本経営」が

関心を集める中、企業内の人材を活性化し、最大限

に活用する手法として「従業員エンゲージメント」

への取り組みが注目されている。

本稿では、従業員エンゲージメントの概要や取り組

むメリットなどを整理するとともに、県内企業の取り

組み事例も踏まえ、取り組みのポイント等を考察した。

01
従業員エンゲージメント
の概要

(1) 従業員エンゲージメントとは

従業員エンゲージメントとは、従業員個人と所属

する組織との関係に着目した概念で、従業員が企業

など組織の理念・目指す方向性に共感し、自ら貢献

しようとする意識の度合いを示している。単なる従

業員満足度とは異なり、従業員が自らの仕事に意義

を感じ、企業の目標達成に貢献するため、自発的な

行動に移しているかといった、より積極的な関与の

度合いを示している。このため、従業員エンゲージ

メントの高さは生産性の向上を通じて企業の業績に

直接的にかかわるものと考えられている。

(2)重要視される背景

労働力人口の減少に加え、働き方の多様化などによ

る人材の流動化が進んできている中、企業にとっては

人材の確保が最重要課題となっている。こうした中、

社内人材の流出防止、新たな人材確保の観点から、企

業と従業員の結びつきの強さを示す従業員エンゲージ

メントの考え方が注目を集めている。また、従業員エ

ンゲージメントを高めることで、次項に記載したよう

な企業経営にとって様々なメリットが期待できること

もあり、企業の収益力、競争力強化の観点からも従業

員エンゲージメントへの取り組みが重要視されている。

(3) 取り組むメリット

従業員エンゲージメントに取り組むメリットとし

て、主に以下のような項目が考えられる。

①離職率の低下、人材の確保

従業員エンゲージメントが上昇すると、企業の経

営ビジョンに共感し、愛社精神や相互の信頼関係が

高まることで、仕事にやりがいを感じる従業員が増

え、離職率の低下につながることが期待できる。

また、従業員エンゲージメントの高い職場では、

既存従業員の紹介によるいわゆる「※リファラル採

用」による人材確保が期待できるほか、就職市場で

の企業に対する評価の高まり、SNSや口コミによる

高評価の広がりも期待できる。

※リファラル採用･･･自社の従業員に採用候補者を紹介してもら

う採用方法のこと

②生産性、企業業績の向上

仕事にやりがいを感じる従業員が増えることで、

商品・サービスの品質や顧客応対の向上を通じて、

生産性や企業業績の向上につながる。

株式会社リンクアンドモチベーションの調査にお

いて、従業員エンゲージメントスコアと営業利益率、

労働生産性の間に相関関係があるとされており、実

際のデータからも裏付けられている。

③組織活性化、モチベーション向上

従業員エンゲージメントの向上により、企業への貢
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